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(2) 広報うおづ昭和63年12月

魚津市特定環境保全公共下水道事業

市
で
は
、
昨
年
叩
月
事
業
認
可
を
受
け
て
、
木

下
新

・
東
尾
崎
地
内
の
川
の
瀬
団
地
と
そ
の
周
辺

地
区
で
施
工
し
て
お
り
ま
し
た
魚
津
市
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
終
末
処
理
場
、
川
の
瀬
浄

化
セ
ン
タ
ー
が
叩
月
末
日
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の

浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
プ
レ
ハ
ブ
式
オ
キ
シ
デ

l
シ

ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
と
し
て
日
本
で
は
第

2
号
プ
ラ
ン

ト
で
あ
り
、
覆
蓋
さ
れ
た
も
の
で
は
第

1
号
プ
ラ

ン
ト
で
す
。

プ
レ
ハ
ブ
式
オ
キ
シ
デ

i
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
は
、

①
設
計
の
標
準
化
②
品
質
の
安
定
と
工
期
の
短

縮
③
建
設
費
の
低
減
④
管
理
業
務
の
省
力
化

を
目
標
と
し
て
日
本
下
水
道
事
業
団
が
開
発
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
川
の
瀬
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
雇
用
促
進
事

業
団
の
住
宅
の
利
用
に
合
わ
せ
て
、
昭
和
臼
年
4

月

1
日
に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

セ ンタ ーの概要

所 在 地 魚津市東尾崎地内

処 理 面 積 18ha 

処 理 人 口 1，240人

処 理 方 式 オキシデーションディ ッチ法

最 大 580凶/日

平 均 450m'/日

流 入 水 質 BOD200mg/.e， SS150mg/.e 

放 流 水 質 BOD 20mg/仁 SS23mg/.e 

放 流 先 片員川

敷 地 面 手責 2，260m' 
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除
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齢
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職
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相
蜘
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職
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・
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曜
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こ
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市
役
所
商
工
観
光
課
内
側

人

権

相

談

仰

と
き
ロ
月
9
日
(
金
)
午
後
1
時
1
4
時
制

と
こ
ろ
サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階

附

F
撃
さ
ま
き
-
き
-
委
主
事
実
主
憲
主
主
霊
会
主
警
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、

行

相

談

と

き

と
こ
ろ市

と

き



勲

三

等

瑞

宝

章

高

瀬

忠

ニ

氏
(
苅
)

魚
津
市
本
江
二
二
五
九
ノ
三

秋
田
県
庁
に
入
り
、
東
北
飢
き
ん

の
再
建
に
尽
力
さ
れ
、
二
二
年
社
会

課
長
、
三

O
年
教
育
次
長
、
三
五
年

企
画
開
発
部
長
、
四
二
年
か
ら
二
年

間
企
業
管
理
者
を
務
め
ら
れ
た
。

昭和63年12月

六

等

宝

冠

章

石
田
あ
き
子
さ
ん
(
日
)

魚
津
市
経
団
西
町
一
四
ノ
二
ニ

県
立
中
央
病
院
高
等
看
護
学
院
教

諭
、
同
総
看
護
婦
長
を
務
め
ら
れ
、

五
三
年
か
ら
七
年
間
県
立
高
志
学
園

総
看
護
婦
長
と
し
て
身
体
障
害
児
の

機
能
回
復
に
尽
く
さ
れ
た
。

勲

広報うおづ(3) 

勲
五
等
双
光
旭
日
章

堀

川

賓

治

氏
(初
)

魚
津
市
並
木
町
四
ノ
三

魚
津
実
業
学
校
教
諭
、
上
市
高
校

教
頭
、
魚
津
東
部
中
学
校
長
、
富
山

南
高
校
長
、
五
三
年
か
ら
九
年
間
魚

津
市
教
育
長
と
し
て
教
育
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
。

富
山
県
功
労
表
彰

高
慶
平
之
盛
氏
(
け
)

魚
津
市
富
津
一
四
九
六

地
方
自
治
功
労

元
魚
津
市
議
会
議
長

多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し

て
地
方
自
治
の
伸
展
と
住
民
福
祉
の

増
進
に
尽
力
さ
れ
た
。

等

瑞

宝

章

昌
次
氏
(
別
)

魚
津
市
天
神
野
新
二
三

O

天
神
農
協
組
合
長
、
旧
天
神
村
議
、

三
一
年
魚
津
市
議
、
四
二
年
魚
津
市

議
会
副
議
長
と
し
て
地
方
自
治
の
伸

展
に
尽
く
さ
れ
た
ほ
か
天
神
橋
の
建

設
、
短
大
の
誘
致
に
努
力
さ
れ
た
。

関
口

-職員手当の状況

区分 員国家公務市j章偽

職員手当には退職手当を含

まない

給与費は 、当初予算に計上

された額である 。

・職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

2 

勤 勉

0.5か月分

<62年度支給割合〉

1.4か月分

期i末

JUI 

JUI 

6 月

12 月

勤 勉

0.5か月分

<62年度支給割合〉

1.4か月分

JUI 末

6 月 JUI

月

期
末

0.6か月分1.9か月分0.6か月分1.9か月分JUI 

JUI 

勤
勉
手
当

一月分0.5か月分3 月期i一月分0.5か月分月

計

区分
初 経験年数 経験年数 経験年数

任給 7-10年 10-15年 15-20年

大学
同 円 円 円

一般
卒

117，900 188，716 228，218 262，408 

行政
同 同 円 円

職
高校

99，500 141，700 164，340 227，367 
卒

1.1か月分3.8か月分1.1か月分3.8か月分

@経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務し

ている年数をいう 。
勧奨

62.7か月分

自己都合

最高限度額 60.0か月分

支給率

分
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率
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ゆ

ゆ

応

ふ
呂

田
以

，
4

F

・・、

，
司、

刻

副

続

続

続

最

動

勤

勤

退

職

手

当

勧奨

勤続 20年 21.0か月分 28.875か月分

勤続 30年 41.25か月分 54.45か月分

勤続 35年 47.5か月分 62.7か月分

特別職の報酬等の状況は、「特別職報酬等審議会」の答申に基づいて条例で定

められ、 63年12月 1日現在の特別職の給料月額は、市長76万円、助役63万円、

収入役57万円で、市議会議員の報酬月額は、議長37万円、副議長33万円、議員

30万円となっています。また特別職に対する手当は、期末手当として年間 3.8

か月分が支給されています。

国の級
l 2 3 4 5 6 7 8 9 

計級 級 級 級 級 級 級 級 キ及

市の級
l 2 3 4 5 6 7 8 9 
級 級 級 級 級 級 級 級 級

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

職員数 3 I 23 27 104 30 34 33 23 16 293 

.一般行政職の級別職員数の状況

@市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員である 。



(4) 

に
備
え
て

広報うおづ

市
で
は
道
路
除
雪
詐
画
を
立
て
道
路
網
の
確
保
に

万
全
を
期
し
、
み
な
さ
ん
の
生
活
に
支
障
の
な
い
よ

う
努
力
し
ま
す
が
、
ド
カ
雪
が
降
っ
た
場
合
な
ど
一

度
に
手
が
回
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
町
内
や
地
区
全
体
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
、

雪
を
克
服
し
快
適
な
冬
が
過
ご
せ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

昭和63年12月
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i また、事故の原因ともなる路上への雪捨 i

L~~~ 雪捨場 f i 

一 口口司

白
畑
道
険
自
己
叫
町
田

除雪について

市
で
は
、

雪
量
観
測
点
で
の
新
し
い
積
雪
量
が

叩
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と
、
道
路
交
通

を
確
保
す
る
た
め
除
雪
を
始
め
ま
す
。

除
雪
計
画
路
線
は
、
交
通
量
を
基
準
と
し
、
道

路
構
造
及
び
路
線
の
性
格
を
勘
案
し
な
が
ら
、
第

1
種

・
第

2
種

・
第
3
種
に
区
分
し
、
第

1
種
か

ら
順
次
除
雪
し
て
い
き
ま
す
。

。
第

1
種
は
、
パ
ス
運
行
路
線

。
第

2
種
は
、
主
に
通
勤
通
学
な
ど
市
民
生
活
に

密
接
な
路
線

。
第

3
種
は
、
比
較
的
交
通
量
の
多
い
路
線
と
し

ま
す
。

除
雪
は
、
市
除
雪
車
の
ほ
か
民
聞
の
建
設
機
械

を
借
り
て
実
施
し
ま
す
が
、
道
幅
の
狭
い
市
道
で

除
雪
車
の
入
ら
な
い
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

よ
う
な
所
は
関
係
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

る
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

恒....dl

舎場見取図

マ
ン
ホ
ー
ル
の
使
用
に
つ
い
て

除
排
雪
の
た
め
に
マ
ン
ホ
ー
ル
(
下

水
)
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
や
む
を
得
ず
使
用
す
る
場
合

は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
勝
手
に
マ
ン
ホ
ー
ル
を
使
用
し
な

い
こ
と
。
必
ず
区
長
さ
ん
に
連
絡

を
し
て
、
そ
の
管
理
の
も
と
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
マ
ン
ホ
ー
ル
の
使
用
中
は
、
ポ
ー

ル
か
竿
を
立
て
、
そ
の
先
端
に
赤

い
布
を
つ
け
て
お
く
こ
と
。

③
雪
す
て
作
業
中
は
、
見
張
り
人
を

配
置
し
、
転
落
防
止
、
交
通
整
理

に
努
め
る
こ
と
。

④
通
学

・
通
園
時
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル

は
使
用
し
な
い
こ
と
。

⑤
作
業
が
終
わ

っ
た
ら
、
必
ず
フ
タ

を
し
作
業
が
終
わ

っ
た
こ
と
を
区

長
さ
ん
に
連
絡
す
る
こ
と
。
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〈市民の皆さんにお願い〉

路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い

家
ご
と
に
出
入
口
の
除
雪
を

除
雪
作
業
中
、
最
も
困
る
の
は
、
路
上
障
害
物
で
す
。
除

雪
作
業
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
交
通
渋
滞
や
事
故
の
原
因

と
も
な
り
ま
す
の
で
、
「
車
な
ど
路
上
に
絶
対
に
お
か
な
い
」

と
い
う
地
区
運
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
に
面
し
た
塀
や
植
木
な
ど
が
雪
に
埋
ま
っ
て

い
る
と
、
除
雪
の
際
に
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
わ
れ
や
す
い
も
の
に
は
、
竹
ざ
お
に
赤
い
布
を
つ
け
て
表

示
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
車
が
通
過
す
る
と
き
に
、
家
や
車
庫
の
出
入
口
を
ふ

さ
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
車
両
で
広
範
囲
の
除

雪
を
し
て
お
り
ま
す
た
め
、
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人

の
除
雪

②
一
人
暮
ら
し
老
人
世
帯

③
二
人
暮
ら
し
老
人
夫
婦
世
帯

④
母
子
世
帯
(
母
と
小
学
生
の
世
帯
)

⑤
世
帯
主
が
重
度
の
身
体
障
害
で
あ

る
世
帯
(
身
障
手
帳
1
1
2
級
)

⑥
老
人
と
小
学
生
の
孫
か
ら
な
る
世

帯
又
は
老
人
と
四
歳
未
満
の
女
子

か
ら
な
る
世
帯

⑦
世
帯
主
が
長
期
入
院
中
の
世
帯

以
上
の
世
帯
の
う
ち
、
身
近
な
親

戚
が
市
内
又
は
近
隣
の
市
町
村
に
住

ま
い
す
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。
ま
た
、

お
子
さ
ん
が
遠
方
で
生
活
し
て
い
る

場
合
も
、
真
に
止
む
を
得
な
い
と
判

断
さ
れ
る
世
帯
と
し
ま
す
。

何かとあわただしい年の暮れは、一人ひとりの防火意{

識も薄れがちになります。この時期に起こりやすい「うっ

かり火災」や「あわただしさ火災」を防止するために、消防:

機関では、歳末消防特別警戒を次のように実施します。

.実施期間 i 
o第 1期 通常警戒期間 12月21日から28日まで

0第 2期 非常警戒期間 12月29日から 31日まで : 

.実施事項 ; 

0第 1期通常警戒期間 i 
・予防広報 j 

・消防機械器具の点検整備 i 
.消防地水利の点検

0第 2期非常警戒期間 i 
・第 1期実施事項の継続

・サイレンの吹鳴(期間中毎日夜 9時)

・夜間の巡回警備 ; 

・警防活動要員の確保 : 

グ火の取り扱いに注意.グ 〉

雪時間降る寒い日日を迎え、石油ストーブ ・こたつ ・

ボイラーなど、火気を長く使用する季節となりました。

この時期は、とくに火災が多くなります。火の取り扱い f

に十分注意し、安全を確かめて使用しましょう 。

グ消防水利の確保.グ

市内を流れる荒井用水(63年10月-64年 3月10日)・下;

椿、天神野両用水(63年10月-64年 3月20日)・古田用水 i
(63年11月-64年 3月20日)の一部改修工事が農閑期を利 j

用して行われますので長期断水となります。

この地区で火災が発生しますと 消防水利が消火栓の j

みに限定され、水量不足になる恐れがあります。

万ーの事態に備えて、次のことを町内会や部落で話し

合って実行してください。

・雪が降ったら、消火栓の上の雪を取り除く 。

・近くの用水へ、平常から水を流しておく 。 f

・防火水槽の付近へ雪を積み上げない。

・車両通行を妨げる路上への雪積み上げをしない。 f

昭和63年12月

歳未消防
L特別警戒-

広報うおづ(5) 

左
記
の
世
帯
に
つ
い
て
、
各
地
区

の
民
生
委
員
を
通
じ
、
区
長
さ
ん
方

に
除
雪
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町

内
ぐ
る
み
で
除
雪
に
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
生
活
保
護
世
帯

。。

。

年
末
年
始
の

防

犯

運

動

ロ
月
刊
日

1
1月
間
日

目
的

年
末
年
始
に
発
生
が
予
想

さ
れ
る
犯
罪
や
事
故
を
防
止

し
、
市
民
生
活
の
安
全
と
平

穏
を
確
保
す
る
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

犯
罪
と
事
故
を
な

く
し
て
、
明
る
い
年
を

重
点
①
金
融
犯
罪

・
侵
入
盗
な
ど

の
防
止

②
暴
力
犯
罪
の
防
止

③
交
通
事
故
の
防
止

④
雑
踏
事
故
の
防
止
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日
年
度
上
半
期

(
4
月
1
日

1
9
月
初
日
)
の
市
の
財
政
状

況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
の
収
入

・
支
出

の
状
況
な
ど
財
政
状
態
が
ど
の

よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
を
市
民

の
皆
き
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、

6
月
と
ロ
月
の

2
回
公

表
さ
れ
る
も
の
で
す
。

次
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

当
初
予
算
と
補
正

日
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
百
五

億
二
千
七
百
万
円
で
前
年
度
当
初
予
算
百

億
二
百
五
十
万
円
に
比
較
す
る
と
口
%
の

伸
び
で
し
た
。
そ
の
後
2
回
の
補
正

(六

億
九
千
二
百
十
六
万
七
千
円
)
と
前
年
度

か
ら
の
繰
越
事
業
分
(
二
億
八
千
五
百
六

十
七
万
二
千
八
百
二
円
)
を
加
え
百
十
五

億
四
百
八
十
三
万
九
千
八
百
二
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
同
期
の
百
八
億

一
千
四

百
四
十
五
万
五
千
円
と
比
較
す
る
と
制
%

の
伸
び
で
す
。

補
正
の
主
な
も
の

〈
歳
入
〉

分
担
金
百
三
十
六
万
六
千
円
、
使
用
料
十

七
万
四
千
円
、
国
庫
支
出
金
一
億
五
千
三
百

九
十
七
万
五
千
円
、
県
支
出
金
六
千
百
四
十

二
万
円
、
財
産
収
入
八
百
六
十
三
万
五
千
円

寄
附
金
三
千
四
十
万
円
、
繰
越
金
三
億
五
千

四
百
二
十
五
万
三
千
円
、
諸
収
入
二
千
四
百

六
十
四
万
四
千
円
、
市
償
五
千
七
百
三
十
万

円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉

市
道
改
良

・
舗
装
事
業
二
億
一
千
二
百
四

十
八
万
二
千
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
一

億
円
、
魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

四
千
六
百
万
円
、
国
保
会
計
繰
出
金
(
保
険

基
盤
安
定
制
度
分
)
四
千
六
百
万
円
、
運
動

公
園
築
造
事
業
四
千
万
円
、
災
害
復
旧
事
業

E
一
町

二
千
六
百
二
十
八
万
五
千
円
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金
二
千
三

百
十
万
円
、
総
合
体
育
館
温
水
プ

l
ル

修
繕
費
一
千
七
百
四
十
五
万
円
、
山

村
林
業
構
造
改
善
事
業
一
千
二
百
六

十
三
万
九
千
円
、
除
雪
機
械
購
入
費

一
千
百
六
十
七
万
円
、
消
雪
工
事
一

千
万
円
、
林
道
舗
装
事
業
一
千
万
円

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
九
月
末
現
在
の
各
執
行
状

況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
上
半
期
に

は
、
公
共
下
水
道
事
業
の
管
渠
布
設

工
事
を
は
じ
め
、
村
木
小
学
校
の
改

築
事
業
(
継
続
)
、
川
の
瀬
住
宅
建
設

事
業
、
道
下
公
民
館
建
設
事
業
な
ど

大
型
の
建
設
工
事
が
着
着
と
発
注
施

工
さ
れ
、
9
月
末
に
は
そ
れ
ぞ
れ
形

を
現
わ
し
は
じ
め
ま
し
た
。

村木小学校

出

区 分 予算額 支出済額 支出割合

千円 千円 % 
議 ~ 費 209，423 99，103 47.3 

総 務 費 1，704，934 946，377 55.5 

民 生 費 1，962，578 875，218 44.6 

f荷 生 費 555，765 308，927 55.6 

労 働 費 45，191 22，005 48.7 

農林水産業.費 969，770 250，422 25.8 

商 工 費 411，780 361，416 87.8 

土 木 費 2，266，312 727，673 32.1 

消 |坊 費 323，164 146，950 45.5 

教 育 費 1，834，016 909，616 49.6 

災害復旧費 47，440 11，927 25.1 

~、 イ貴 費 1，119，037 501，809 44.8 

諸 支 出 金 5，430 1，875 34.5 

子 イ庸 費 50，000 。 。
歳出合計 11，504，840 5，163，318 44.9 

歳
(9月末)63年度一般会計収支状況

区 分 予算額 収入済額 収入割合

千円 千円 % 
市 キ見 5，410，000 2，904，079 53.7 
地 方議与税 105，000 28，506 27.1 
利子割交付金 90，000 5，776 6.4 
娯楽施設利用税交付金 25，000 11 ，055 44.2 
自動車取得税交付金 90，000 43，190 48.0 
地方 交 付 税 1，044，000 703，949 67.4 
交通安全特別対策交付金 12，000 6，163 51.4 

分担金及び負担金 396，504 165，192 41.7 
使用料及び手数料 222，404 102，882 46.3 
国庫 支出 金 1，330，369 242，609 18.2 
県 ー」トιー 出 金 649，148 64，830 10.0 
員オ 産 時又 入 67，137 15，669 23.3 
寄 附 金 116，214 141，113 121.4 
繰 越 金 718，853 718，853 100.0 
諸 ヰ又 入 443，811 81，091 18.3 
市 イ貰 784，400 80，000 10.2 

歳入合計 11，504，840 5，314，957 46.2 

入歳
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市債の状況 (9月末) (千円)

土 木 イ責 3， ll~ ，440 
/ 

教 育 イ責 2，308，599 

目 特別地方債 675，228 

公 営住宅債 642，377 

的 農林水産債 479，732 

県貸付金 467，086 

5.:U 臨時財政特例償 177，400 t肖 防 m 65，114 
災 害 復旧償 172，411

庁災資金復舎公共旧事業償償償 却，629衛 生 u't 160，100 20，845 
t~ 故 m 153，220 符火定 14，175 

に市債総額 8，486，359千円

市民一人当り負担額 170，697円

大 蔵 省 4，843，928 

郵 政 省 2，172，380 

入 公営公庫 761，263 

先 '匹吉目 山 県 467，086 

思リ
共済組合 31，320 

北陸銀行 29，300 
¥ 

そ σ3 他 181，079 
¥ 

一時借入金の現在高 (9月末)

会計区分|借 入 額 | 借 入 先

|円l
下 水道事業 I270，000，000 I北陸銀行

土

有財産

143，647m2 

市 の 状 ?兄

建物

887，030m2 

有価証券 " )亘¥
その他 _¥品 I

159，392千円凶烹分也笠詰

基金
戸
、
ゴ
ー

/

，

l
l
h
、，
r
I
A

'
'
'
・

a
z
-
-

，、、

l

一玄単主

τ==一ヨ=

1
-挙

-7z-ユ-z-τ-て三.」=

¥-r==芋
f

-

d

寸
手
'U

981，348千円

市民の市税負担状況
人口 49，716人 世帯数 13，776世帯

(昭和63年 9月30日現在)

1世帯平均負担額 税額 1人平均負担額

その他の税
4，445千円

軽自動車税

39，020千円

電気税

125，398千円

市たばこ消費税

133，289千円

固定資産税

l，412，204千円

市民税

l，189，723千円

八
四
一

JL  

?な

86，362円 23，930円

10万円 l万円 3千円

特別会計予算執行状況 (9月末)

執 行 状 1兄
会計区分 予算額

収入済額
収入

支割合出
割合

支出済額

千円 千円 % 千円 % 
下水道事業 1，834，441 261，993 14.3 635，241 34.6 

簡易水道事業 18，900 10，797 57.1 10，260 54.3 

国民健康保険事業 2，471，550 855，281 34.6 825，275 33.4 

老人保健医療事業 2，917，723 1，337，598 45.8 1，307，314 44.8 

農業共済事業 128，064 65，039 50.8 41，303 32.3 

水族館事業 274，500 140，125 5l.0 125，572 45.7 

計 7，645，178 2，670，833 34.9 2，944，965 38.5 
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日
年
度
上
半
期
の
水
道
事
業
会
計

の
業
務
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭和63年12月

。
業
務
の
状
況

(
9
月
末
現
在
)

給
水
人
口
三
八
、
四
九
七
人

給
水
戸
数
一

O
、
四
四
七
戸

給
水
量
一
、
六
一
三
、
九
五
四
凶

。
建
設
改
良
工
事

今
年
度
は
、
建
設
改
良
工
事
と
し

て
事
業
費
一
億
九
千
六
百
八
十
二
万

三
千
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
9

割企

<%> 
収入額

〈千円〉

予算額

く千円〉
目科

5l.6 215，607 418，201 給水収益

27.9 40，505 145，097 受託工事収益
ヰ又

月
末
ま
で
に
主
な
も
の
と
し
て
、
次

の
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

。
市
道
岡
経
目
立
石
線
配
水
管
布
設

工
事
一
四
、
一

O
O千
円

。
市
道
住
吉
三
ヶ
線
配
水
管
布
設
替

工
事
一
二
、

0
0
0千
円

。
市
道
小
川
田

1
号
線
外
4
路
線
配

水
管
布
設
替
工
事

一
O
、
五
八

O
千
円

。
会
計
の
状
況

(
9
月
末
現
在
)

日
年
9
月
末
の
損
益
収
支
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

52.0 

A、
ロ 45.6 

8，382 

264，494 

16，120 

579，418 

その他収益

ふ
I

Z--

ロ

入

23.4 22，930 98，189 給水費用

23.0 31，423 136，830 受託工事費支

4l. 7 

29.9 

41，967 

76，699 

100，627 

256，799 

費

その他費用

係総

出

積
雪
期
の

メ
ー
タ
ー
検
針

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、

2
か
月
ご

と
に
定
め
ら
れ
た
日
に
検
針
し
て
い

ま
す
が
、
冬
期
間
積
雪
の
た
め
検
針

で
き
な
い
と
き
は
、
水
道
料
金
の
算

定
を
前
回
の
使
用
量
を
劃
酌
し
、
料

金
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
次
回
に
検

針
で
き
た
と
き
に
料
金
の
精
算
を
し

て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

29.2 

漏
水
に
注
意

メ
ー
タ
ー
器
で

点
検
を

最
近
、
各
家
庭
の
給
水
管
が
老
朽

化
し
て
漏
水
し
、
平
常
の
何
倍
も
メ

ー
タ
ー
が
回
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
漏
水
を
早
く
発
見
す
る

た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
、
家
の
中
の

蛇
口
を
締
め
て
、
メ
ー
タ
ー
器
の
中

の
赤
い
針
が
回

っ
て
い
る
か
ど
う
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
針
が
回

っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
し
て
い
ま
す
の

で
、
市
水
道
局
か
水
道
工
事
指
定
屈

に
連
絡
し
、
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
費
は
、
利
用
者
負
担
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

173，019 592，445 計A 
口

水

注
意

気

温

が

り

ま

す

と

、

水
道
水
が
凍
っ
て
破
裂
し
ま
す
か
ら

水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水

道
管
や
蛇
口
は
、
保
温
材
を
取
り
付

け
、
水
道
の
水
が
凍
ら
な
い
よ
う
に

'
し
斗
ま破

に

布

か

テ
l
プ
を
し

っ
か
り
と
巻

き
つ
け
て
、
応
急
手
当
を

し
て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
中
の
バ
ル
ブ
を

締
め
、
指
定
工
事
庖
へ
連

絡
し
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

+斡

例議p惇

水

と
き

タ
オ
ル
な
ど
へ

ぶ
せ
、
そ
の
上

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
湯
を
か
け
て
と
か

し
ま
す
。
じ
か
に
熱
湯
を
か
け
る
と

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

B
V
 

き

心
施
設
な
ど
の

一
年
末
年
始
休
館
に
つ
い
て

ヤ
市
の
各
部
所
で
は
、
ロ
月
初
日

か
ら
新
年

1
月

3
固
ま
で
事
務
の

取
扱
い
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
市
民
課
の
戸
籍
届
書

な
ど
に
つ
い
て
は
宿
直
室
で
取
扱

い
ま
す
。

。
図
書
館

ロ
月
お
日

1
1
日
4
日
休
館

。
総
合
体
育
館

ロ
月
お
日

i

1
月
3
日
休
館

な
お
ロ
月
幻
日
は
、
午
後

5
時

で
閉
館
に
な
り
ま
す
。

。
学
校
体
育
施
設
開
校
の
休
止

ロ
月
お
日

1
1
月
4
日

※
埋
没
林
博
物
館
・
歴
史
民
俗
資

料
館
、
吉
田
記
念
郷
土
館
は
、
ロ

月
か
ら
3
月
白
日
ま
で
休
館
と
な

り
ま
す
。

桃
山
運
動
公
園
事
務
所
の

移
駐
に
つ
い
て

臼
年
ロ
月

1
日
i

ω年
3
月
汎
日

都
市
計
画
課
内

宮
②
2
2
0
0
内
線
制

(
桃
山
野
球
場
の
使
用
期
間
は
、

日
月
日
日
で
終
了
し
ま
し
た
。

臼
年
度
の
使
用
期
間
は
、

4
月

日
日

1
日
月
日
日
ま
で
で
す
)

O
期
間

O
場
所
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み
虚
偽
砲
の
ま
.
描

E
V

い
よ
い
よ
冬
将
軍
の
到
来
/
思
い
つ
き
り
ス
ポ
ー
ツ
で
身
体

を
鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

教
育
委
員
会
及
び
体
育
協
会
で
は
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
・
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
、
体
力
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め
、
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

@
間
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会
体
育
課

宮

@
2
2
0
0
内
線

4
5
1

000  

と対種
き 象 目

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・卓
球
・
フ
レ

ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス

・体
操

高
校
生
以
上

1
月
初
日

i

3
月
9
日
(
毎
週
水
曜
日
)

総
合
体
育
館

O
と
こ
ろ

I '" • |親'" . 室〉 ア | 礎基'" . 
教事ス3そ 八 . 

コ
教室 - 0 教室子 Cコ

ポ . ;!jC: B ジ A
般 コ |ジ コ ユ コ

〉 ス l 〉 ス l ル ユ ス l ス
キ ス キ ス 教ニキ ス ア ス

3 2 1 1 
2 I月 1 i 月 月 1 1 月 と
t白 5 3 t白 1918 29 t白 8 7 

3日 草日 套日 日2.亘日 S 日 旦日 日2 旦日 串日
き

ス志 スみ馬白 スキ 大谷
ス み 白

と

場キl 高原賀
キね キね馬

場|かた 場|かた

」平

場
ろ

大 ~ 、 名 と き 対象

市車球選手権大会
1月15日(日)

一般
AM 9時

市フレ ッシュ 1月22日(日)
一般

テニス大会 AM 9時

市サロンサ ッカー 1月29日(日) 小学生

大会 AM 9時 以上

市ビーチバレー 2月 3日~
3月16日 一般

ボール選手権大会 (毎週水曜)

市民体育大会 2月 5日(日) 小学生

スキー競技会 AM 8時 以上

市ハンディ 2月12日(日)
一般

車球大会 AM 9時

市民ノ〈ドミントン 2月26日(日) 中学生

大会 AM 9時 以上

市民車球大会
3月12日(日) 市民

AM 9時 全般

総合体育館 3月19日(日)
一般

バドミントン大会 AM 9時

【会場] スキー競技会は大谷スキー場

その他はすべて総合体育館

県
ス
キ

l
連
盟
で
は
、
明
年
2
月

大
山
町
で
開
催
さ
れ
る
全
国
中
学
ス

キ

l
大
会
に
向
け
て
、
い
ろ
ん
な
選

手
強
化
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
び
特
別
強
化
指
定
選
手
9
名
が

フ
ラ
ン
ス
の
テ
ィ
!
ニ
ュ
ス
キ
l
場

へ
初
の
海
外
遠
征
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
当
市
か
ら
は
、
浦
章
利
、

上
田
透
(
以
上
西
中
)
、
本
田
紀
之

(
束
中
)
の

3
選
手
が
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

日
程
は
日
月
日
日
か
ら
ロ
月

8
日

ま
で
の
約

3
週
間
で
す
。活

動
で

国
表
彰

叩
月
却
日
群
馬
県
で
行
わ
れ
た
今

年
度
健
康

・
体
力
つ
く
り
運
動
推
進

全
国
大
会
で
『
魚
津
市
』
が
、
体
力

っ
く
り
国
民
会
議
議
長
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
臼
年
に
魚
津
市
が

「
健
康
都
市
宣
言
」
を
提
唱
し
、
同
時

に
健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
振

興
の
充
実
と
市
民
総
参
加
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
幅

広
い
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
展
開
や
各
種

健
康
診
断

・
健
康
教
育

・
住
民
の
生

活
に
密
着
し
た
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
保

健
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

，."・...・・・・・.....，・0・.，....，..".......・.....，..，・・・・・・・・，....1・o・.，...，.......・・・0・h・...・・・""・・・・目・・・，.".......1'.."...1'..'.・0・・・"ーー・・・・・'0."'''''.目"''''1，，，.，，，，，.目・・・0・・・・・e・・・・・'.".・・・・'....，........1'...0".，μ目・、
2 . 
3 

i 

z 
g . 
1 

F 

モ
3 
2 

r 
z 
z 

g 

z 
r 
志

z 
z 

ミ

r 

z 
r 

z 

t 
z 

r 

-z 
z 

ニケH 画会 ふれあ 社画教育富映山
映画会 子有料親 社映画配給 新教育潟県

キ れ 例会回こう イ雀 市|ゆお
7 け 車場第u づ 物 民l い親 ンク。 お

名 d.3ミ~ 映子 ツそ 58や

AM 25 AM 11 PM 3 
館

と

催物案内
時10豆日 時10亘日 30 6 主自 き分時

局ム小人大人当目 7〉円Zく小人大人当日 ぷ嗣員窓斗l 
入

場料
-券 -券



位
協
間
関
:
問
。
パ

‘

‘

;

;

諜
猿
睡

r
b
、h
J

こ
む
μ
監
に
お
町
選
主

義
-ヨ-
J

ヌ

i
l
i
a
'
E
n
b

日
月

3
日
か
ら

6
日
ま
で
の

4
日

問
、
市
農
協
会
館
で
第
お
回
市
美
術

展
覧
会
が
聞
か
れ
、
大
勢
の
観
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
主
な
入
賞
者
は

次
の
方
が
た
で
す
。

。。広報うおづ昭和63年12月

〔市
展
大
賞
〕

(
絵
画
)

(
書
)

(
彫
刻
)

松
平
幸
己

三
村
義
子

川
崎
良
美

秋
季
消
防
訓
練

が
日
月
日
呂
(
日
)

午
後
2
時
ご
ろ
か
ら
港
町

・
諏
訪
町

一
帯
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
職
団
員
約

m名
が
参
加
、
消

防
車

・
ス
ノ

l
ケ
ル
車
な
ど
日
台
余

り
が
繰
り
出
し
、
一
斉
放
水
と
救
助

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
の
後
、
昭
和
日
年
度
優
良
職

団
員
と
し
て
、
次
の
凶
名
の
方
に
富

山
県
知
事
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

《
受
賞
者
》

漬

田

隆
、
俵
義
正
、

石
崎
清
則
、

虞
田
俊
成
、
尾
谷
忠
雄
、
中
川
哲
雄
、

小
西
清
、
沢
田
竹
二
、
寺
崎
幸
作
、

寺
口
俊
夫
、
竹
倉
明
男
、
中
嶋
秀
範
、

楠

密

昭

、
河
崎
信
勝

工
芸

写
真

〔
市

展

賞

〕

(
絵
画
)

(
書
)

(
彫
刻
)

(
工
芸
)

(
写
真
)

谷

島

浩

西
本
弘
光

沢
田
昭
英

松
倉
貞
子

宮
崎
義
弘

絵中
川村
JI頃和
子子

水
上

，d
d
μ
勿

wm奴
タ
山
仏

幽
位
淳
青
年
サ
ミ
ッ
ト
暢
簸

川引
8
日
第
2
回
の
青
年
サ
ミ

d

ト
が
「
観
光
と
イ
ベ
ン
ト
・魚
津
は
:
・」

を
テ
ー
マ
に
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ

蛋
気
楼

・
観
光
園

・
雪
に
つ
い
て
の

ア
ピ
ー
ル
と
全
市
民
が
主
体
的
に
参

加
で
き
る
祭
り
の
実
施
な
ど
に
つ
い

て
提
言
が
行
わ
れ
た
。

51. 救 助 訓 練

12月11日--1月10日

日制 吋予 ，::::!'H~ 滅憲懇湯襲

(車のことばはライトだの

早めのシグナルは
あなたの思いやり

エ
盛
岡
締
昔
日
嗣
富
巴
ご
協
羽
海
匂

通
商
産
業
省
が
ロ
月
訂
日
現
在
で

製
造
業
を
営
む
全
事
業
所
を
対
象
に

実
施
す
る
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
行
政
を
進
め
る
上
で
最
も
大
切

な
調
査
で
す
。
ま
た
同
時
に
、
従
業

者
初
人
以
上
の
事
業
所
を
対
象
に
、

「
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

年
末
年
始
の
多
忙
な
時
期
に
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
が
、
調
査
員
が
お

伺
い
し
た
と
き
に
は
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課
行

政
係
ま
で
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0
内
線

m



市
消
防
署
で
は
避
難
訓
練
や
防
火

教
室
に
腹
話
術
人
形
の
『消
ち
ゃ
ん
』

が
加
わ
り
ま
し
た
。

マ
町
内
会

・
婦
人
会

・
老
人
会

マ
保
育
園

・
幼
稚
園

・
福
祉
施
設

な
ど
で
、
ゆ
か
い
に
火
の
用
心
を
呼

び
か
け
ま
す
。

「
み
な
さ
ん
の
所
に
お
じ
ゃ
ま
し
て

お
話
し
し
た
い
な

i
あ
U

「
連
絡
先
で
す
か
?
」

昭和63年12月

自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
行
う
宝
く

じ
収
益
金
に
よ
る
普
及
広
報
活
動
亭

業
と
し
て
、
地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ

り
、
当
市
で
は
村
木
地
区
に
フ
ラ
ワ

ー
ポ

ッ
ト
削
個
を
設
置
し
て

「水
と

緑
の
あ
ふ
れ
る
う
る
お

い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
図
っ
て
い
ま
す
。

広報うおづ。1)

全
国
身
障
潜
ぷ
ボ
ゴ
グ
。大
会
で

活
躍
し
た
石
一回
叫一市料品
機
教
ん

「
今
年
の
全
国
身
障
者
ス
ポ
し
呪
大

会
(愛
と
ふ
れ
あ
い
の
京
都
大
会
)
に

富
山
県
選
手
団
と
し
て
魚
津
市
か
ら

私
一
人
が
参
加
し
、
優
し
い
京
言
葉

と
暖
か
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

の
歓
迎
に
感
激
し
ま
し
た
。

競
技
の
行
わ
れ
た
叩
月
却
日
と
ぬ

日
の
両
日
は
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候

で
し
た
が
、
各
選
手
の
力

一
杯
の
活

躍
に
暖
か
い
拍
手
を
受
け
、
皆
満
足

感
に
ひ
た

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
会
に
、
障
害
者
の
人
た
ち
が
も
っ
と

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
に
、微
力

な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
U

《
石
田
さ
ん
の
記
録
》

百
メ
ー
ト
ル
走
日
秒
2

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

μ
m
犯

両
種
目
と
も
3
位
(
銅
メ
ダ
ル

)

i久 ¥
市長に報告する石田さん

聖
祭
に
ぎ
議縁

(
農
林
産
物
品
評
会
等
入
賞
者
)

第

M
回
市
農
業
祭
が
、
日
月
mu
・

初
日
に
市
農
協
会
館
で
聞
か
れ
ま
し

た
。
品
評
会
の
優
等
賞
と
写
真
展
の

優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
穀
類
そ
の
他
の
部

米

松

倉

富
川

。
疏
菜
の
部

白

菜

上

中

島

務

石
倉
し
ず
子

人

閏

(
ロ
月
日

i
m
日
)

人
権
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
生

来
有
す
る
、
等
し
く
幸
せ
な
生
活

を
営
む
た
め
の
基
本
的
権
利
で
す
。

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
は
、
違

っ

た
考
え
を
も
ち
、
社
会
的
に
異
な

っ
た
立
場
と
境
遇
に
あ
り
ま
す
。

自
分
の
人
権
ば
か
り
を
主
張
す
る

の
で
は
な
く
、
他
人
の
人
権
も
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
相

手
の
立
場
を
思
い
や
る
優
し
さ
が
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

@
今
年
の
強
調
事
項
@

O
社
会
の
国
際
化
と
人
権

O

い
じ
め

・
体
罰
の
根
を
絶
と
う

0
部
落
差
別
意
識
を
な
く
そ
う

O
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
ょ
、つ

。
果
実
の
部

り

ん

ご

加

積

長

谷

川

千

枝

子

な

し

下

野

方

林

乙
三

。
林
産
物
の
部

ス

ギ

苗

西

布

施

大

沢

正

雄

。
葉
た
ば
こ
の
部

西
布
施
谷
口
民
之

。
生
活
改
善
の
部

西
布
施
門
口
由
紀
子

。
秋
冬
は
く
さ
い
ほ
場
品
評
会

下
野
方
稲
盛
清
松

0
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

O
老
人
の
立
場
を
尊
重
し
よ
う

毎
日
の
生
活
の
な
か
で
困
っ
た

こ
と
や
悩
み
ご
と
の
あ
る
場
合
は
、

左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。

O
富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

g
n
|
1
3
5
9
 

人
権
擁
護
委
員

大
森
俊
夫
新
金
屋
一
l

一一
l

二
六

宮

幻

1
0
5
2
5

新
角
川
七
|
七

g
n
|
4
5
9
5
 

東
尾
崎
三
五
三
七

宮
司
|
7
2
5
5

吉
野
四
七
四

8
μ
|
7
0
5
1
 

中
央
通
了
一
l

二
五

2
2
1
3
7
8
6
 

本
江
二
ハ
七
七

g
n
l
5
0
2
3
 

奥
村
信
子

高
島
新
作

谷
原
幸
治

塚
本
慶
久

谷
口
正
美

。
飼
料
作
物
の
部

天

神

関

口

正

志

。
花
の
写
真
展

市
花
井
球
根
振
興
協
議
会
長
賞

上
中
島
浦
田
正
憲

下
野
方
宮
崎
義
弘

片

貝

内

生

蔵

裕

志

西
布
施
大
沢
森
弘

加

積

能

波

都

志

子

魚

津

浜

辺

順

一

上

中

島

山

西

進



(12) 

も
め
た
ぷ
た

ι
U州」

広報うおづ昭和63年12.月

心
に
刻
も
う
確
か
な
一
冊

新
し
い
本

〈

一

般

書

〉

人
生
を
選
び
直
し
た
男
た
ち

童

門

冬

二

会
議
の
技
術
川

宇
治
野
憲
治

上
が
る
株
下
が
る
株

儲
か
る
株

浅
井
涌
二
朗

は
が
き
絵
の
描
き
方

松
本
キ
ミ
子

私
の
映
画
手
帖

辻

邦

生

い
ま
、
普
通
の
暮
し
が
す
て
き

ク
ニ
エ
ダ
ヤ
ス
エ

子
ど
も
の
お
や
つ

北

郁

子

歴
史
に
学
ぶ
生
き
甲
斐
と
死
に
甲
斐

会

田

雄

次

N
H
K
お
も
し
ろ
漢
字
ミ
ニ
字
典

寂
聴
般
若
心
経
生
き
る
と
は

瀬
戸
内
寂
聴

〈
文
学

・
小
説
〉

熱
い
手
紙

高
樹
の
ぶ
子

パ
パ
は
塾
長
さ
ん

三

田

誠

広

砂
の
戦
記

立

松

和

平

状
況
曲
戦

上
・下

松

本

清

張

屋
根
裏
部
屋
の
ハ
ミ
ン
グ

渡
辺
え
り
子 ⑨ 

青
春
の
供
花

森

村

誠

一

千
葉
周
作

上
・下

津

本

陽

〉

挑
戦
・
い
つ
か
友
よ
北
方

謙

三

仰

ボ
ル
タ
l
ガ
イ
ス
ト

三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
騒
霊
騒
動

赤

川

次

郎

川

世
界
を
駆
け
る
男

邦

光

史

郎

川

ダ
ン
ス
ダ
ン
ス
ダ
ン
ス

村

上

春

樹

〉

惑
い
の
季
節

諸

井

薫

川

幕
末
純
情
伝

っ
か
こ
う
へ
い

思
い
が
け
な
い
涙

∞∞
年
版
ベ
ス
ト
一

エ
ッ
セ
イ
集

文

芸

春

秋

社

川

海
の
図

上
・下

灰

谷

健

次

郎

い

'

聖
女
の
島

皆

川

博

子

川
+
，

借
り
出
し
は
、

3
冊、

2
週
間
ま

〉

一

で
、
無
料
で
す
。

山

一

貴
重
一
重
重
一
重
一重
一璽
霊
一女

一
一

ロ
月
刊
日
(
第

2
日
曜
)
開
館

一

恭

一株
。謬

釜

山

陸

宮

な

甲

ロ
月
お
日
(
第

4
日
曜
)

翌
日
(
月
曜
日
)
は
休
館
で
す
。
川

町
咽
刊
園
調

M
M姐
ヨ
司
司
副

四
百
回
凪
切
刷
一
一
一
一
日
剛
容
恒
②

主
董
霊
童
一重
一重一
重
一重
一女

一

l
I
l
l
i
-
-

旧
魚
津
町
か
ら
約

6
M
東
方
の
西

口
月
初
日
(
水

)
1
1
月

4
日
(
木
)

へ
布
施
に
は
、
千
二
百
四
十
年
余
も
昔

ロ
月
幻
日
(
火
)
は
冊
数
に
制
限

い
の
天
平
年
間
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
真

な
く
借
り
れ
ま
す
。

ハ

言

宗

の

古

利
、
小
川
山
千
光
寺
が
あ

1
41
i
;
;
;
;
i
i
;
;
;
;
J
M
る
。
盛
時
に
は
塔
頭
凶
坊
を
数
え
た

…

市

民

教

養

講

座

…
…
大
寺
院
で
あ
げ
た
ら
し
べ

寺
領
も

中
~
片
目
(
川
と
黒
部
市
の
黒
瀬
川
の
聞
に

一

会

と

き

ロ

月

9
日
(
金
)

司
川

'

J

及
び
、
大
門
前
町
の
様
相
を
呈
し
た

-

F
表
1
寺
ゆ
守

山

一

t

f
J
H

3
づ

一

川

も

の

と

思

わ

れ

る

。
こ
の
布
施
地
方

自
交
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

司

i
'
ぃ

l
l
、
古
く
か
ら
の
式
内
社
布
勢
神

一
会
テ

l
マ
ギ
リ
シ
ャ
思
想

-
J

三

社

も

あ

り
、
豪
族
の
存
在
も
考
え
ら

…
食
講
師
洗
足
学
園
魚
津
短
大
プ山

川
れ
る
。
山
手
と
は
い
い
な
が
ら
早
く

叫

助

教

授

大

森

洋

一

先

生

三

「
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
」
一
か
ら
開
け
た
地
域
で
、
藩
政
時
代
ま

市
民
会
館
の
一
室
で
は
、
毎
週
火

曜
日
と
水
曜
日
の
二
回
、
革
工
芸
作

品
の
制
作
に
取
組
む
ご
婦
人
方
の
姿

が
あ
る
。

模
様
の
下
書
き
を
す
る
人
が
あ
る

か
と
思
え
ば
、
木
槌
を
使
っ
て
線
彫

り
を
す
る
人
、
染
色
に
余
念
の
な
い

人
と
様
ざ
ま
で
あ
る
。

経
田
中
町
に
お
住
ま
い
・
の
工
芸
作

r

虐
家
細
川
芳
子
さ
ん
に
指
導
を
仰
ぐ
初

人
余
の
人
び
と
の
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。

発
足
以
来
日
年
余
を
経
た
今
は
、
市

の
美
術
展
に
出
品
す
る
人
も
多
く
、

時
毎
回
入
賞
者
を
出
し
て
お
り
、
県
婦

人
美
術
展
や
県
展
に
も
出
品
す
る
よ

6誌

う
に
な
っ
た
。

会
と
し
て
も
昨
年
ロ
月
に
第
叩
回

の
節
目
の
発
表
会
を
聞
き
、
来
春
に

は
第
日
回
の
発
表
会
を
予
定
し
て
準

備
中
で
あ
る
。

細
川
さ
ん
の
話
で
は
、
最
初
は
財

布
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
実
用
小

物
の
制
作
に
取
掛
る
が
、
日
年
近
い

訓
練
を
積
ん
で
き
た
会
員
の
多
く
は

芸
術
作
品
と
し
て
の
パ
ネ
ル
創
作
に

挑
戦
し
て
い
る
と
い
う
。

会
員
の
皆
さ
ん
も
、
生
活
に
張
り

が
出
て
若
返
り
の
秘
訣
に
な
っ
て
い

る
と
喜
ん
で
い

る
。

現
在
は
女
性
の
み
の
た
め
、
ぜ
ひ

男
性
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
あ
る

貝
@
富
合
同
幽
窪
田
川
音
mmo特
索
。
特
議

で
布
施
の
郷
と
し
て
一
区
画
を
な
し
、

高
円
氏
の
開
い
た
と
い
う
加
積
の
郷

と
で
新
川
地
区
を
二
分
し
て
い
た
。

西
布
施
の
西
北
に
あ
た
る
経
団
も

千
光
寺
の
本
尊
千
手
観
世
音
菩
薩
が

そ
の
海
中
で
網
に
か
か
ら
れ
た
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
西
布
施
と
は

密
接
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
経
団
地
区
は
、
そ
の
名
が
示
す

と
お
り
宗
教
的
で
、
こ
の
ほ
か
に
も

持
光
寺

・
平
伝
寺
・
仏
固
な
ど
の
大

字
及
び
小
字
西
光
寺
な
ど
の
名
称
が

残
さ
れ
、
魚
津
近
辺
で
は
他
に
例
を

見
な
い
特
異
な
地
域
で
も
あ
る
。

は
た
し
て
古
代
か
ら
中
世
に
か
け

て
、
こ
の
地
域
が
ど
の
よ
う
な
集
落

を
な
し
て
い
た
の
か
興
味
の
つ
き
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

急
病
や
、
け
が
で
倒
れ
た
人
は
寒

気
(
き
む
け
)
を
訴
え
ま
す
し
、

屋

外
で
は
風
に
さ
ら
し
て
お
く
と
体
温

を
奪
わ
れ
、
容
態
が
悪
化
し
ま
す
か

ら
、
保
温
は
応
急
処
置
と
し
て
大
切

な
こ
と
で
す
。

そ
の
方
法
は
、
毛
布
な
ど
で
包
む

の
が
よ
い
。
体
温
は
体
の
下
側
か
ら

奪
わ
れ
る
も
の
の
方
が
大
き
い
の
で
、

毛
布
は
上
か
ら
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
月
は
、
一
口
医
学
の
特
集
で
す
。

体
の
下
側
に
厚
く
敷
き
ま
す
。

一
枚

の
毛
布
で
包
む
と
き
は
、
首
の
回
り

や
足
先
か
ら
す
き
間
風
が
入
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
、
十
分
に
包
む
こ
と
。

毛
布
が
な
け
れ
ば
、
手
近
に
あ
る
段

ボ
ー
ル
や
、
新
聞
紙
、
シ
ー
ト
な
ど

を
利
用
し
ま
す
。
新
聞
紙
な
ど
を
敷

く
だ
け
で
も
下
か
ら
の
冷
え
を
防
ぐ

効
果
が
あ
り
ま
す
。

保
温
は
必
要
で
す
が
、
原
則
と
し

て
加
温
は
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
寒

い
日
や
お
ぼ
れ
た
人
の
場
合
な
ど
、

そ
の
ま
ま
で
は
体
温
が
下
が
る
と
き

は
、
湯
た
ん
ぽ
や
電
気
毛
布
な
ど
で

熱
を
加
え
全
身
を
あ
た
た
め
ま
す
。

ぼ
う
こ
う
炎
の
直
接
の
原
因
は
細

菌
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
腸
菌
で
す
。

寒
い
と
き
、
ぼ
う
こ
う
炎
が
増
え

る
の
は
、
体
が
冷
え
る
と
血
液
の
循

環
が
悪
く
な
り
、
菌
に
対
す
る
抵
抗

力
も
落
ち
る
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ

て
下
半
身
を
冷
や
き
な
い
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
何
よ
り
心
が
け
た
い
の

は
排
尿
を
が
ま
ん
し
な
い
こ
と
で
す
。

ぼ
う
こ
う
に
菌
が
入
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
す
ぐ
炎
症
が
起
こ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ぼ
う
こ
う
そ
の
も

の
に
は
菌
か
ら
身
を
守
ろ
う
と
す
る

作
用
も
あ
り
ま
す
が
、
排
尿
を
が
ま

ん
す
れ
ば
、
長
い
問
、
ぼ
う
こ
う
に

菌
を
た
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

尿
は
体
温
と
お
な
じ
温
度
で
、
菌
の

い
い
培
養
液
に
な
り
炎
症
を
起
こ
し

ゃ
す
く
な
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
あ
ま
り
水
分
を
と
ら
な
い

で
い
る
と
尿
が
濃
く
な
り
、
菌
が
繁

殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
分
を
多

よ
く
な
っ
た
り
、
悪
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
、
声
門
上
部
が
ん
は
、
声
が

れ
症
状
が
現
れ
な
い
の
で
、
早
期
発

見
が
む
ず
か
し
い
の
で
す
。

声
の
か
す
れ
る
病
気
は
他
に
も
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
病

院
で
診
察
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

な
り

(食事のあとは歯をみがきましょう)

湯
た
ん
ぽ
の
代
わ

り
に
湯
を
入
れ
た

水
筒
、
た
き
火
で

あ
た
た
め
た
石
な

ど
を
布
に
包
ん
で

使
う
の
も
一
法
で

す
が
、
や
け
ど
さ

せ
な
い
よ
う
、
よ

く
注
意
し
て
く
だ

去」い
。

昭和63年12月広報うおづ(13) 
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長
男

《
マ
マ
の
一
一
一
畠
》

竜
の
よ
う
に
、
勇
し
い
男
の
子
で

い

て

ネ

ノ

剛

所診療科目 療診時 診 軒~・
3 2 11 31 30 25 18 11 412 

歯
3 2 11 31 30 29 25 18 11 4日1月2 日 日 日月 日 日 日 日 日 B月 日 日 日月 日 日 日 臼 日 日

在療 川 (刈 (月)(日)出 幽 (日)(日)(日)(日)科 (刈 (月)(日)ω 幽 (村 (日)(日)(日)(日) 12 

地 岡 田 療急患医セ休地夜区日

坂

医院科泉歯医院対歯科馬医院歯科山本E院加藤歯科医院科性波歯匿院科小森歯

平

医院塩科見歯合星
丘緑i色孝

浦

科医院人鈴木産婦

沢

宮3医院E 松井医院 堀井医院 船崎医院

深

E 桝院

月

医院歯科下 医院科歯沢 25 回
口

病院JlI の
@8 2m黒科内午後曜日 病院ケ 医院科内 休
0 音市~ ・ 7 日

』ムL 立 立

申宮O1上町酋市中
宮骨B2Il 上町法音寺市

舟

宮申0上斬市町

朝

宮明3 善膳人

大 本 双 火 本 本 三ロゴ 本 鴨

宮申039 9 通央中9 

日
7 部E防署 ニ小時・

療
3 日 干児斗 1 祝 @宮O町前山宮@町山

@雪O正町山 @ 合l 伊村 申2O3下町遭日
ps 8 2 0 t @告l宮町の

宮申O7 E @ 合O島

宮?7 8 0 l 1 市 午後 日 ン間
※診療時間は、いず

f向Rリ 干ノふ斗1・1句ム タI 3沢O沢
28 l 石百

3 0町 7 
。。

日
0 9 5 l町 。

3 2 4 8 5 0 
れも午前 9時から

4 8 4 )時 7 午後 5時まで。 7 4 5 

内 4骨R 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母親学級(Aコース) 妊婦とその家族 12月16日働 9:30-16:00 -ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-->昼食をご持参ください。

育児サロン 幼児と保育者 12月16日幽 10 : 00 -11 : 30 
魚津市健康

4か月児健診 4か月児
12月8日(木) 13: 00 -13: 30 

センター
12月22日(木) 13 :00-13: 30 

8か月児健診 8か月児 12月14日(水) 13 : 00 -14 : 00 ーーーーー・ーー・・・・・・・・・・・ー・..ー』ーーーーーーー'ツベルて発ク(行行はリ:いンししヵ反まま、応すす) 検。グ〉守従安

離乳食講習会 8か月児 12月16日幽 13 :00-13: 30 

1歳 6か月児健診 62年 5月生まれの幼児 12月20日(刈 13 : 00 -14 : 00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・........・ー-->
麻彊多を争イ券7毛し弁色叱んをラく合 シさと タオル。をご

T三、、

股関節脱臼検診 3か月児 12月 1日(木) 13:00-13: 30 魚津保健所 お母さんの貧血検査も行います。

3歳児健診
60.11.16-60.11.30生まれの児 12月7日(水) 13:00-14:00 

魚津保健所 尿の検査があります。
60.12.1-60.12.15生まれの児 12月21日(水) 11 

心の健康相談 一般市民 12月13日(刈 13: 30-15 :00 魚津保健所 老人ボケの相談も受けます。

機能訓練
脳卒中後遺症のある人

12月 1日(木) 10 : 00 -15 : 00 
魚津市健康センター

訓練は10:00-12:00

(リハビリテーション) 12月15日(木) 10:00-15:00 診察は13:00-14:00

健 康 相 吾a火*- 一般市民
12月15日(木) 13 :00-14:00 魚津市健康センター 血宮拾会圧察i削が11仰則1引刊lリ受定け.心心ら、屯れ図ま.検す尿。

12月13日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘

ツベルクリン反応検査 8か月児 12月14日(水) 13: 30-14:00 
魚津市健康センターs.c・G予防接種 8か月児 12月16日幽 13:00-14:00 

毎週月・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

11 9:30-11:00 経団公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館 -体操の出来る服装で

健康体操と 11 9:30-11:30 魚津市健康センター (男) おいで下さい。

健康相談
一般市民

毎週水曜日 9:30-11:30 (女) -日 をきめて健康相談11 

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館 も実施しています。

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 西布施公民館

毎週月・木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

市では結核検診(胸部レントゲン検診)で異常なしの場合は、結果通知

をしていません。

6月23日から 10月31日までに公民館などの会場で検診を受けた方で連絡

のなかった方は、異常ありませんでした。



O
北
鬼
江

1
6
8
の
2

0
佐
藤
梨
依
美
ち
ゃ
ん

0
昭
和
臼
年
1
月
初
日
(
長
女
)

《
マ
マ
の
一
雪
国
》

す
て
き
な
女
の
子
に
育

っ
て
ほ
し

家
り

'vぎ
で
隠
?

最
近
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
ブ

l
ム
で
体

重
減
の
み
を
重
視
し
、
欠
食
な
ど
誤

っ
た
方
法
で
実
行
し
て
い
る
人
も
多

い
よ
う
で
す
。
こ
の
教
室
で
は
、
個

人
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
適
切

な
食
事
指
導
と
運
動
を
取
り
入
れ
、

肥
満
予
防
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

〔
昨
年
の
結
果
〕

減
量
状
況
(
約
一
か
月
間
)

減量度(kg) 人数

+ 1.0以下 2 

増減なし 2 

-1.0未満 3 

-1.0-1.9 2 

-2.0-2.9 4 

-3.0-3.9 2 

-4.0以上 l 

計 16 

平均 -1.4kg 

《
参
加
者
の
感
想
》

一
人
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
も
の
も
、
仲
間
と
一
緒

で
試
み
実
行
で
き
ま
し
た
。
正
し
い
知
識
と
具
体
的
な
指
導
で
し
た
が
、
何

と
い
っ
て
も
自
分
の
意
志
が
問
題
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昭和63年12月広報うおづ。。

健康チェ ック、

心電図検査など

64年

l月13日幽

13 :00-15:00 
1月23日(月)

13:00-15:00 

l 

講義「肥満とは」

労災病院医師
2 

「運動の効用」

講義 ・実技

洗足学園短大 泉先生

2月7日(刈 |肥満の食事・指示カ ロリー設立

13 :00-15 :00 I 運動実技 岡崎指導員

E修了式、運動実技
2月20日(問|

|指示カロリーにより
9 : 30 -15 : 00 I 

' 食事バイキング

定員 約20名…定員になりしだい締切ります。

会場 ・申込み先

健康センター

1月31日(刈

13:00-15:00 
3 

4 

5 

e
hh
J
1
5
一一へ
リい
いへh
診
…V
J

K

一一へ
リけいか
じh
J

迄
E
f'FJ
乙f

太

一いへ
[一一
い
に
か
よ
fFXJL
少ょ
に-
P
K
Ff

f
み
が
い
て
長
一ぎ
か
ら
か
げだ
f
F
K

弱
い
二
信

?
と
7
hfkJ
fJ
いか
一
察
室
ど
一
三
士
一
枚
伝
説炉
転
む
安
打一点
山JF
f
ri
山
町

?

竺む
毎
日
三
勝
至
急
ゴ
ザ
fn
?
?
に
とら
ム
ベ
棋
君
臨
泊
甥
r

，ン院
送
局

長い(~一
泊
三
f
n
MKP
ご
二細
川猛
L
J湖
J
み

…
紛
糾
除
法
緋
泊
湖
沼
判
例
ぶ
ナ
議
必
饗
ケ

ダ

ム

務

官

主
主
湖
沼
町
長
該
当

z
i
費
司
君ル
石
川
刊
誌
ヨ
坊
主
主
主

年
末
年
始
の
聞
の
ゴ
ミ
・
し
尿
な
ど
の
収
集
計
画
は
次
の
と
お
り
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

n
o年
末
は
ロ
月
初
日
(
金
)
ま
で
収
集

V

し
ま
す
の
で
時
間
厳
守
で
午
前
8
時

の
ま
で
に
集
積
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

九
。
ロ
月
訂
日

(
土
)
か
ら
1
月
3
日

叩
(
火
)ま
で
は
、
ゴ
ミ
の
収
集
は
い
た

ん
し
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ

い
o

v
o年
始
は
、

1
月

4
日
(
水
)
か
ら
平

山
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

W
O
年
末
の

一
般
ゴ
ミ

(可
燃
物
)
の

♂
持
ち
込
み

(有
料
)

九

西

部

清
掃
セ
ン
タ
ー
(
ゴ
ミ
焼
却

ft24-3999 

場
)
で
は
、
ロ
月
初
日
(
金
)
ま
で
一

般
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
を
受
付
し
ま
す
。

ま
た
、
下
棒
最
終
処
分
場
へ
の

一
般

廃
棄
物
(
不
燃
物
)
の
持
ち
込
み
も
、

ロ
月
初
日
ま
で
受
付
け
し
ま
す
が
(
無

料
)、
搬
入
許
可
書
が
必
要
で
す
。
生

活
環
境
課
で
発
行
し
ま
す
。

。
冬
期
間
中
は
次
の
こ
と
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

ωゴ
ミ
は
前
日
に
出
き
な
い
で
く
だ

さ
い
。
前
日
に
出
さ
れ
る
と
、

雪

の
下
に
な
り
収
集
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ωゴ
ミ
は
、
収
集
日
の
午
前
8
時

ま
で
(
時
間
厳
守
)
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ωゴ
ミ
は
、

雪
や
雨
が
入
ら
な
い

よ
う
に
ゴ
ミ
袋
又
は
容
器
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

削
ゴ
ミ
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え

な
い
ゴ
ミ
と
に
区
分
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ω収
集
車
の
運
行
に
支
障
の
な
い

ょ
う
、
ゴ
ミ
集
積
場
周
辺
の
除

雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
し
尿
処
理

場
)
で
は
、

ロ
月
引
日
(
土
)
か
ら

1

月

5
日
(
金
)
ま
で
の
問
、
整
備
を
か

ね
て
運
転
を
休
止
し
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
(
有
)
魚
津
環
境
衛
生
の
し
尿

く
み
取
り
も
休
み
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

。
申
し
込
み
は
、
お
早
め
に

年
末
は
し
尿
く
み
取
り
希
望
者
が

多
く
な
る
た
め
、
計
画
処
理
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は
で
き
る

だ
け
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
使
槽
に
余
裕
の
あ
る
世
帯
は
、

1
月
に
入

っ
て
か
ら
収
集
き
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ

ら
か
じ
め
ご
諒
承
く
だ
さ
い
。

。
冬
期
間
中
は
次
の
こ
と
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

ω降
雪
な
ど
で
、
く
み
取
り
作
業
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご

諒
承
く
だ
さ
い
。

ωく
み
取
り
車
の
車
幅
は
乗
用
車
よ

り
広
い
の
で
、
細
い
道
や
曲
り
角
、

し
尿
く
み
取
り
口
付
近
の
除
雪
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

。
し
尿
く
み
取
り
申
込
み
先

(
有
)
魚
津
環
境
衛
生

2
n
|
3
3
3
1
 



ご
利
用
く
だ
さ
い

(16) 

おしらせ

広報うおづ昭和63年12月

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
所
有

し
て
い
る
方
で
、
や
む
を
得
ず
転
用

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
転
用
申
請

が
必
要
で
す
が
、
そ
の
前
に
農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外
の
認
可
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間
ロ
月
5
日
l
M
日

マ
提
出
先
市
農
政
課

マ
添
付
書
類

①
申
請
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本

②
付
近
見
取
図

・
公
図

・
建
物
配

置
図

③
土
地
改
良
区
の
同
意
書

④
農
家

・
分
家
住
宅
の
場
合
は
、

所
有
農
地
一
覧
図

⑤
そ
の
ほ
か
必
要
書
類

申
請
さ
れ
る
方
は
、
書
類
を
作
成

す
る
前
に
希
望
場
所
を
市
農
政
課
庶

務
係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

E
n
|
2
2
0
0
内
線
制

魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
施
行
区
域
内
の
幹
線
街
路
と
し
て

魚
津
中
央
線
(
カ
ー
バ
イ
ド
前
i
中

川
用
水
、
延
長

m
m
)と
魚
津
駅
本

新
線
(
駅
西
広
場
1
魚
津
中
央
線
、

延
長

m
m
)
の
2
路
線
が
供
用
開
始

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
2
路
線
に
来
春
3
月
、
街
路

樹
を
植
栽
す
る
計
画
を
し
て
お
り
ま

す
。
街
路
樹
は
「
ま
ち
」
に
心
の
潤

い
を
与
え
、
ま
た
沿
道
と
の
調
和
に

よ
り
「
ま
ち
」
の
美
観
と
品
格
を
高

め
る
役
割
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
街
路
樹
の
選
定
に
は
、
樹
形
・

樹
葉

・
成
長
力

・
耐
害
虫

・
耐
排
ガ

ス
・
管
理
の
容
易
性
な
ど
の
諸
条
件

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
市
の
担
当
課
な
ど
で
街
路

樹
の
候
補
と
し
て
あ
げ
て
い
る
樹
種

は
、
ト
ウ
カ
エ
デ
・
ユ
リ
ノ
キ
な
ど
、

下
表
の

8
種
類
で
す
。

樹
路
樹
選
定
の
資
料
と
す
る
た
め

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
、
こ
の
中
か

ら
か
、
又
は
、
こ
の
他
に
街
路
樹
と

し
て
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
、
市
役

所
都
市
計
画
課
ヘ
ロ
月
日
日
ま
で
ハ

ガ
キ
か
電
話
(
②

|
2
2
0
0
内
線

3
4
2
)
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

8
2
1
3
6
0
0
 

魚
津
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

-
採
用
予
定
人
員

一
般
技
術

:
:
:
土
木

・
建
築

職

種

土

木

・
建
築

・
受
験
資
格
ご
次
応
募
者
を
除
く
)

昭
和
ぬ
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
必

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内

在
住
者
で
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
を
有
し
、

高
卒
の
場
合
は
、

測
量
士
補
以
上
、
ニ
級
建
築
士
以
上

の
資
格
を
有
す
る
者

-
試

験

日

伯

年

1
月
幻
日
(
日
)

・
会
場
魚
津
市
役
所

-
申
込
期
間

臼
年
ロ
月

5
日
か
ら

ロ
月
間
固
ま
で

市
役
所
総
務
課
職
員
係

-
申
込
先

ノ¥

喪
F 

考〉

市
政
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

街
路
謝

皆
さ
み

お
聞

|樹同¥種特性樹¥種¥名

ニL コニ イ ナ モ コ ハア
ウ ン 、、、

ナメ
カ

ン チ キ L〆
フ

〆〆 ノ、， 

コニ ノ ン‘; ヨ ズ カノ、 フ
す 占f 二L ウ ゼ ウ ン キ

常緑・落葉 落 落 落 ~fr 落 落 落 落

生成の遅速 中 速 速 中 述 速 速 速

耐寒 ・
良 良 良 良 良 良 良 良

耐雪性

観 賞
新薬 花 樹姿 樹姿 樹姿 樹姿 花 a 
紅葉 樹姿 花 黄葉 紅紫 紅葉 樹姿 紅葉

性別 職種 年紛 賃金 地 区 人員

普者資そ免、自抑、動危車の・険盤経情物士取験f優也扱先
スタンドマン 18-35 万円

上村木 3 
10.05-18.55 

運転手 19-40 11.8-16.8 横 枕 l 普免

男 板金加工 15-33 12.5 新 宿 1 不問

仕上工 18-50 14.5-21.8 ケ l 3300最最以ま上でlltt経見験習可者

プフスチック
18-35 11-18 横 枕 1 高1卒li興、底味型の経あ験る者人

成 型工

機械工 18-40 10-12 こEとコ 町' 2 機械工3年以上

ウエイトレス 20-40 9.5-9.8 木下新 l 不問

女 配達員 18-45 10.5-11 中央通り l 普免

経理事務 18-30 10.5-15.05 上村木 1 高簿記卒3級緩度

准 看護婦 18-40 10-13 新金屋 1 准看免許

〉

※詳しくは、魚i家公共職業安定所(宮 24-0365)へ お閉会わせください。

求人テレフォン ・サービス宮 24-8841 男子(月一木)、女子(金一日)

O
募
集
定
員

機
械
系

ω名

電
気
系

ω名

イ
ン
テ
リ
ア
系
初
名

修
業
年
限
2
年
、
男
女
を
問
わ
ず
。

O
願
書
受
付
昭
和
臼
年
1
月
日
日

1
2
月

8
日

O
試
験
日
昭
和
臼
年
2
月
口
日

O
合
格
発
表
昭
和
悦
年
2
月
お
日

O
試
験
科
目
外
国
語
(
英
語
l
)
・

数
学
(
数
学
I
・
基
礎
解
析
)

O
費
用
受
検
料
一
万
三
千
円

授
業
料
一
六
万
七
千
円

入

学

金

不

要

0
間
合
わ
せ
先

干
即
魚
津
市
川
縁
一
二
八
九
|
一

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

学
生
課

E
M
l
5
5
5
2
内
線
加
・
m

L
P
義
司
泌
総
野
口
月
〉

ザ
附
必
総
務
総
州
灘
叫

実
施
地
域
:・
魚
津
地
区
(
新
角
川

一
丁
目

・
港
町

・
金
浦
町
)
。
点
検
に

は
県
L
P
G
協
会
魚
津
支
部
保
安
点

検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

宮

@
5
3
4
0

雪
に
よ
る
ガ
ス
管

・
煙
筒
の
破
損

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
壁
な
ど
に
き

ち
ん
と
固
定
さ
れ
て
い
る
か
、
一
度

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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事

れ

窓

言
(
北
電
だ
よ
り
)

電
気
回
宙
員
も
お
鍋
刷
協
窪

い
き
い
き

富
山
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー

申
込
み
に
つ
い
て

一
部
一

0
0
0
円

(
送
料
別
)

ま角
1:大

不

-
ゆ
ず
り

マ
テ
レ
ビ
用
ア
ン
テ
ナ
(
付
属
品
付
)

マ
バ
イ
ク
(
ω
∞
)

マ
バ
イ
ク
(
均
∞
)

マ
自
転
車
(
小
学
高
学
年
生
用
)

マ
歩
行
器

マ
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー

.
も
と
め
ま
す

マ
冷
蔵
庫

マ
編
機
(
ア
ミ
ム
メ
モ
)

マ
ワ
ー
プ
ロ

。
申
込
み

・
間
合
わ
せ
先

市
総
務
課
行
政
係

官

n
l
2
2
0
0
内
線
加

年
の
暮
れ
の
大
掃
除
:
:
:
た
い
へ

ん
で
す
ね
。
お
忙
し
い
で
し
ょ
う
が

照
明
器
具
や
テ
レ
ビ
な
ど
も
き
れ
い

に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

照
明
器
具
は
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て

か
ら
、
そ
の
他
の
器
具
は
プ
ラ
グ

を
は
ず
し
て
か
ら
。

O
期
日
及
び
募
集
人
員

・
ア

メ

リ

カ

印

名

似
年
3
月
四
日
1
4
月

5
日

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
幻
名

M
年
3
月
げ
日
1
4
月

5
日

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
名

ω年
3
月

η
日
1
4
月

5
日

O
参
加
費

-
ア
メ
リ
カ
三
二
万
四
千
円

.
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

三
七
万
六
千
円

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

三
六
万
五
千
円

そ
の
他
共
通
経
費
二
万
円

O
応
募
資
格

中
学
一
年
か
ら
高
校

三
年
ま
で
の
男
女

O
申
込
み

・
間
合
わ
せ
先

干
削
東
京
都
新
宿
区
四
谷
2
|
日

。
価
格

郵
便
局
で
は
、
ロ
月
日
日
か
ら
年

賀
状
の
受
付
を
始
め
ま
す
。
元
日
一に

相
手
方
へ
確
実
に
届
け
る
た
め
に
は

ロ
月
却
日
ま
で
に
市
内
、
県
内
、
県

外
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
小
包
「
ゅ
う
パ

ッ
ク
」
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
申
込
み
方
法

住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・

申
込
み
部
数
を
明
記
し
て
現
金
書

留
で
申
込
む
か
直
接
県
観
光
連
盟

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場

合
は
送
料
着
払
い

と
な
り
ま
す
。

。
申
込
み
期
限
ロ
月
刊
日
(
土
)

。
申
込
み
先

-
干
側
富
山
市
新
総
曲
輪
1
1
7

…一7富
山
県
観
光
物
産
課
内

mw予
富
山
県
観
光
連
盟

-
jートる

わ宮0
7
6
4
@
4
1
1
1

一一同

バ

お

内

線

5
1
9

第
守

大
村
ビ
ル

3
階

(
財
)
国
際
青
少
年
研
修
協
会

宮

ω

|
抑

|
8
4
2
1

魚津善意銀行へのご寄伺
(11月10日受付分まで) <敬称略〉

愛の募金箱 大町小学校外49か所 299，207円

有沢武雄 本町二丁目 10，000円

住 知彦 大光寺 9，850円

友田道治 新角川二丁目 10，000円

小坂郁夫 本江 50，000円

川上勇友道 30，000円

大沢義雄 大 沢 100，000円

棚橋和雄 富 山市豊若町 10，000円

谷原幸治 吉 野 50，000円

(故 ) 中 田 芳 夫 新 角川一丁目 50，000円

魚住はつい 諏訪町 30，000円

本田勝美 経団中町 30，000円

湯上助松 北鬼江 100，000円

上口保育園職員一同 4，863円

岩城猛印田 30，000円

富山県信用組合魚津支庖 100，000円

太田龍夫 本町二丁目 100，000円

堀 清 吉 六郎丸 20，000円

津泉静子 新金屋一丁目 50，000円

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

の保

得から控除され
l号被保険者 (強制加入者)の人カ

和63年 1月 1日から昭和63年12月31日

でに納めた保険料は、「社会保険料控除」と

して所得から差し引かれて課税の対象にな

りません。

申告の際には、国民年金保険料の控除手

続きをお忘れなく ノ

昭和63年国民年金保険料は下記のとおり

になります。

63年 1月-3月

7，400円X3=22，200円

63年 4月-12月

7，700同X9=69，300円

定額納入者 91，500円

付加納入者 96，300円

(400円X12か月 =4，800円プラス)

4月に 1年分前納した人

定額納入者 90，170円

付加納入者 94，850円

ただし、第 3号被保険者(サラリーマン

の妻)は控除の対象にはなりません。

マ
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

O
魚
津
市
大
海
寺
野
七
五
三

一

万

円

佐

竹

一

夫

氏

。
魚
津
市
本
町
二
丁
目
七
|
五

二
十

万

円

辻

短
子
氏

。
魚
津
市
江
口
一
三
一

五

十

万

円

松

田

彦

松

氏

。
魚
津
市
北
鬼
江

七
万
円

富
山
県
信
用
組
合
魚
津

支

庖

支

庖

長

熊

野

政

雄

氏

昭和63年12月広報うおづ(17) 

キ
ャ
プ
テ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
(
テ
レ
ビ
画
面
案
内
)
|

市
役
所
ロ
ビ
!
水
族
館
無
料
休
憩
所
|



(18) 

子保@

広報うおづ昭和63年12月

務

)
る
さ
と
墨
懇

銭
。
米
疑
。
添
渓

松
倉
小
学
校

松
倉
小
学
校
で
は
、
恒
例
の
行
事

と
な
っ
た
第

4
回
ふ
る
さ
と
集
会
を

日
月
日
日
に
同
小
学
校
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
肌
寒
い

時
雨
模
様
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
区
の
お
年
寄
と
両
親

・
保
育
園
児

t: • 
d-

句、..争
d・る

も
大
勢
集
ま
り
、
三
世
代
交
流
の
集

い
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
ま

っ
た
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

得
意
の
出
し
物
を
披
露
し
、
べ
い
こ

ま
回
し
や
お
手
玉
遊
び
で
昔
の
遊
び

に
興
じ
ま
し
た
。
最
後
は
小
学
生
の

す
ば
ら
し
い
器
楽
合
奏
が
演
じ
ら
れ

〔プラパン製作〕

7日(水)・20日(刈午後 4時

〔クリスマス会〕

18日(日)1 "寺30分

定員は、小学生80名で、費用

200円を添えて申しiみんでくださ

い。 ただし、定員になり次第締

切ります。

※休館日のお知らせ

毎週月曜日 ・国民の祝日

及び年末年始(潟-J，i)

橋
集
を
終
え
て

早
い
も
の
で
、
も
う
師
走
。
皆
さ

ん
も
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
日
を
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
が
、
ど
う
か
無
事

に
新
年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

広
報
担
当
半
年
余
は
写
真
で
四
苦

八
苦
。
忙
し
い
中
時
間
を
き
い
て
も

ら
っ
た
撮
影
や
一
度
き
り
の
行
事
が
、

ネ
ガ
を
見
て
真
っ
白
だ
っ
た
と
き
は

真
っ
青
に
な
り
ま
す
。
失
敗
は
成
功

の
も
と
、
と
な
れ
ま
す
か
。
ご
迷
惑

を
か
け
た
方
が
た
に
お
詫
び
し
ま
す
。

市
広
報
へ
ご
意
見
を

0

8
2
2
1
2
2
0
0
内
線
問

E置a置ヨ・
(10月末現在)

人(前月対比)

人口(男)23，869( +21) 

(女)25，894 ( + 26) 
計 49，763( +47) 

世帯数 13，822世帯

市の面積 200. 75km' 

海岸線 7.9km 

印刷/魚津印刷株式会社編集/企画広報室


